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○本市水道事業の浄水場・受水場 

薪浄水場 普賢寺浄水場 宮ノ口受水場 大住浄水場（廃止予定） 

    
令和 6 年度年間配水

量 

   

4，598 千 m3 

（58％） 

103 千 m3 

（1％） 

2，990 千 m3 

（38％） 

274 千 m3 

（3％） 

※総配水量は 7,965 千 m3 

 

水源地
（取水施設）

導水管
（導水施設）

浄水場（浄水施設）

ポンプ所
（送水施設）

配水池（配水施設）

利用者
（市民）

地下水をポンプを
使ってくみ上げる。

① ②

③

⑤

⑥

河川

①着水井
水源地から流れてきた
原水の量を調整する。
また、次亜塩素酸ソーダ
も注入する。

②前塩素混和池
原水に次亜塩素酸
ソーダを混ぜる。

③急速ろ過池
原水の細かいにごりや
細菌を取り除く。

⑤浄水池
清浄になった水を
一旦ここで貯える。

できあがった水を
ポンプで配水池に
送る。⑥天日乾燥床

ろ過池を洗った水を
ここできれいにして
川に放流する。

飲料水を貯めておき
自然流下で各家庭に
配水する。

府営水（受水）

④

④紫外線処理設備
紫外線を照射することで
耐塩素性の病原性生物
を不活化させる。

 

薪浄水場の水処理フローと水道システム全体の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市の浄水場・受水場について、それぞれの配水量でみると薪浄水場が全体の 6 割を

占めており、主力施設となっています。 

 薪浄水場の竣工は昭和 63 年 7 月であり、汲み上げた地下水に塩素を注入して消毒し、

急速ろ過池で鉄やマンガンをろ過した水を市の北部～中部に送水しています。 

 平成 22 年度（2010 年度）からは、クリプトスポリジウム（耐塩素性の病原性生物）対策と

して紫外線処理設備を導入しています。 


